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第５学年 第６学年 

 

１ 単元名   「分数」 

 

２ 単元の目標 

○ 分数の通分や約分の仕方を理解し、異分母分数

の加減計算ができる。また、商としての分数や小

数・整数の関係、何倍かを分数に表すことを理解す

ることができる。       【知識及び技能】 

○ 単位分数に着目して異分母分数の加法や減法の

計算の仕方を考えることができる。また、わり算の

商や小数・整数、何倍かを表す数を分数で表す方法

について考え、分数の意味を多面的にとらえるこ

とができる。   【思考力、判断力、表現力等】 

○ 分数の相等や加減計算、分数を用いる場面に進

んで関わり、ふりかえりを通して通分や約分の仕

方や分数の意味を多面的にとらえることのよさに

気付き、生活や学習にいかそうとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

３ 指導観 

○ 本単元は、学習指導要領の内容Ａ「数と計算」

（４）（５）、Ｃ「変化と関係」（３）を主な内容とし

ている。 

  分数については、第２学年で 1/2 や 1/4 などの

分数を扱い、分数を理解する素地的な学習を行っ

ている。また、第３学年、第４学年では、分数の第

一義（１を何等分かしたものをいくつか集めた数）

と同分母分数の加減を学習している。また、第５学

年「整数」では、倍数・公倍数・約数・公約数につ

いて学習している。本単元では、これらの既習事項

を踏まえながら約分や通分について学習し、続い

て異分母分数の加法および減法を学習する。さら

に、わり算の商を分数で表すことを通して、分数の

意味を「商分数」にまで広げる。整数及び小数を分

数の形に直したり、分数を小数で表したりするこ

とを通して、分数の第二義（２つの整数の間の除法

の結果を表す数）を学習する。このようにして分数

の概念の理解を深めていき、第６学年「分数のかけ

算・わり算」の学習へとつなげていく。 

○ 本学級の児童（５年生７名）は、算数科の学習を

日常生活の様々な場面で生かしている。折り紙を 

 

１ 単元名   「データの整理と活用」 

 

２ 単元の目標 

○ 身の回りの事象について、データの散らばりを

表すにはドットプロット、度数分布表やヒストグ

ラムを用いるとよいことを理解し、それらをよん

だりつくったりすることや代表値を求めたりする

ことができる。また、統計的な問題解決の方法を理

解することができる。     【知識及び技能】 

○ 目的に合わせて、データの収集・整理の仕方を考

えたり、代表値や表・グラフを適切に用いてデータ

の特徴を判断したりすることができる。また、得ら

れた結果を多面的にとらえて結論について考察す

ることができる。 【思考力、判断力、表現力等】 

○ データの散らばりについて進んで関わり、度数

分布表やヒストグラムを使ってデータを整理する

ことや結果を多面的にとらえることのよさに気付

き、統計的な問題解決を生活や学習にいかそうと

している。    【学びに向かう力、人間性等】 

 

３ 指導観 

○ 本単元は、学習指導要領の内容Ｄ「データの活

用」（１）を主な内容としている。本単元では、量

的データのちらばりに着目し、わかりやすく整理

したり、特徴といえる値を調べたりして考察して

いく。データの整理の仕方としては、ドットプロッ

ト、度数分布表、ヒストグラムについて学習し、全

体を表す指標としては、平均値、中央値、最頻値と

いった代表値といえるものについて学習する。児

童はこれまでに、第３学年では表・棒グラフ、第４

学年では折れ線グラフ、第５学年では帯グラフ・円

グラフなどを学習している。これらを踏まえて、複

数の統計資料を関連付けて考察することや、自身

で問題を発見して、統計的に問題を解決していく

方法についても学んでいく。このような活動を通

して、的確な判断をしたり合理的な予測をしたり

しようとする態度を育てることは、多くの情報が

あふれる現代の社会において意義がある。 

○ 本学級の児童（６年生９名）は、算数科の学習を

日常生活の様々な場面で生かしている。体力テス 

  



半分に折ったり、ピザのイラストを４等分にした

りするなど、日常の様々な経験を想起しながら、具

体的な量として分数の意味を実感的に理解してき

た。また、第３学年、第４学年では、数直線や液量

図などを活用して、単位分数の何個分という見方

をしながら分数についての理解を深めてきた。本

単元では、最大公約数や最小公倍数といった抽象

的な概念を活用した考え方につまずく児童もいる

と予想される。 

○ そこで指導にあたっては、線分図、液量図、関係

図などを用いて多くの数学的活動を取り入れ、数

量関係を視覚的にとらえやすくするとともに、数

や式、言葉などと関連づけ、実感的に理解すること

ができるようにする。 

  本時では、まず液量図で 1/2Ｌと 1/3Ｌを示し、

異分母同士ではたし算やひき算ができないことを

視覚的に理解させる。次に、２等分された目盛りを

４等分や８等分に細分し、2/4Ｌや 4/8Ｌなど、1/2

Ｌと等しい分数がつくれることを確認する。この

ように、スモールステップで、かつ視覚的に等しい

分数の作り方を想起させることで、分母が同じ分

数をつくれば計算できることに気付かせ、通分と

いう考え方へとつなげていく。通分は、前時の学習

を生かして、分母の公倍数を見つける方法で行う

が、液量図も用いて、目盛りがそろうと和や差を出

しやすいことが視覚的に理解できるようにする。

終末段階の練習問題では、1/6＋7/9の分母を 54に

して計算する児童がいると思われる。個人思考の

後に話し合う活動を取り入れることで、児童自身

が前時の学習を想起し、「分母の最小公倍数を分母

にする」ことに気付くことができるようにすると

ともに、「なかまとなって対話的に学ぶ姿」を目指

したい。 

 

４ 指導計画（全１３時間） 

（１）等しい分数…………………４時間 

（２）分数のたし算・ひき算 

………３時間（本時１/３） 

 ● 練習…………………………１時間 

（３）分数とわり算………………１時間 

（４）分数と小数・整数の関係…２時間 

（５）分数倍………………………１時間 

● 学びのまとめ………………１時間 

 

５ 本時の目標 

○ 異分母同士の加減計算の仕方を考え、理解するこ

とができる。（知識及び技能） 

トで左右の握力の平均値を計算したり、国語で表

やグラフを資料として用いながら文章を書いたり

するなど、算数科以外の場面でも進んでデータを

活用しようとする姿が見られる。児童は５年生ま

での学習で、代表値の１つとして平均値を学んで

いる。平均値は生活の中でも多用されており、平均

値が全体の傾向を表す数値として絶対的なものと

して捉えている児童は多い。また、児童はこれまで

に、様々な教科でデータを読み取り、どんな結論が

得られるのかを考察してきたが、得られた結論の

妥当性について考察した経験はほとんどない。 

○ そこで指導にあたっては、平均値や中央値、最頻

値のそれぞれのよさや、どのような場面で使用す

るのが適切なのかを、単元全体を通して考えさせ

る。また、事実や結論について話し合う活動を重視

し、代表値やヒストグラムなどを根拠として説明

する活動を丁寧に行うことで、統計的に考察した

り表現したりする能力を伸ばすことができるよう

にする。 

本時では、まず、練習記録の表をドットプロット

に表し、代表値を見つけたり比べたりしたことを

想起させ、度数分布表も分かりやすく整理する方

法がないかを考えさせる。度数分布表は第３学年

「表とグラフ」で学習する表に似ており、グラフに

表すという方法が出ることが予想され、グラフ（ヒ

ストグラム）に表すことのよさは何かという問い

へとつなげていく。ヒストグラムのかき方はデジ

タル教科書の動画を活用し、視覚的に理解したり、

つまずいたら動画を巻き戻して確認したりできる

ようにする。棒グラフとヒストグラムの違いを確

認する活動では、個人思考の後、自分たちの考えを

出し合う活動を取り入れることで、「なかまとなっ

て対話的に学ぶ姿」を目指したい。また、３チーム

のヒストグラムの特徴を考える活動でも、対話的

な活動を取り入れ、ドットプロットや度数分布表

と比較しながらデータを多面的に読み取って議論

させることで、深く考える力を高めていきたい。 

 

４ 指導計画（全９時間） 

（１）データの整理……………３時間 

（２）ちらばりのようすを表す表・グラフ 

………５時間（本時２／５） 

● 学びのまとめ……………１時間 

 

５ 本時の目標 

○ 度数分布表をもとにヒストグラムをかき、特徴を

とらえることができる。（知識及び技能） 



６ 学習指導過程     

（５／１３時）                                      （５／９時）                       

第５学年 第６学年 

指導上の留意点 
及び評価の観点 
（☆評価） 

「ひなたの学び」 
の視点○ひ○な○た  

学習活動 
段
階 

形
態 

形
態 

段
階 

学習活動 

指導上の留意点 
及び評価の観点 
（☆評価） 

「ひなたの学び」 
の視点○ひ○な○た  

・ 問題を解き終えた児
童がミニ先生となり、
理解が難しい児童を支
援することで学び合い
を促す。 

１ 前時の復習
をする。 

○ ｐ１１９ ６ 

復
習
（
10
分
） 

間
接
10 

直
接
10 

導
入
（
８
分
）
と 

１ 本時の問題
を確認する。 

・ 練習記録の表をドッ
トプロットに表したこ
とを想起させ、度数分
布表も分かりやすく整
理する方法がないかを
という問いをもたせ
る。 

  ２ 本時の学習
課題を確認す
る。 

 度数分布表を
グラフに表す
と、何が分かり
やすくなるか。 

 

・ 第３学年「表とグラ
フ」の学習を想起させ、
グラフに表すという方
法を引き出し、そのよ
さは何かという問いへ
とつなげる。 

  

展
開
①
（
22
分
）
も 

だ 

３ ヒストグラ
ムの特徴を考
える。 

○ ヒストグラ
ムという用語
を知る。 

・ 動画を活用し、ヒス
トグラムのかき方を視
覚的に理解できるよう
にする。 

・ タイマーで作業時間
を示し、児童だけで活
動できるようにする。 

・ 個人思考の後、意見
を発表して板書させ、
間接指導の間も児童同
士で考えを深められる
ようにする。 

・ 液量図で 1/2Ｌと 1/3
Ｌを示し、異分母同士
ではたし算やひき算が
できないことを視覚的
に理解させる。 

２ 本時の問題
を確認する。 

導
入
（
５
分
）
と 

直
接
12 

間
接
12 

○ 棒グラフと
ヒストグラム
の似ている所
や違うところ
を考える。 
（個人→全体） 

 ３ 本時の学習
課題を確認す
る。 

 分母がちが
う分数のたし
算とひき算は
どのように計
算するか。 

 

 

・ ２等分された目盛り
を４等分や８等分に細
分し、2/4Ｌや 4/8Ｌな
ど、1/2Ｌと等しい分数
がつくれることを確認
し、分母が同じ分数を
つくれば計算できるこ
とに気付かせる。 

・ 通分の際は計算を正
しくさせるために、補
助計算を書かせる。  

・ 個人思考の後、友達
のノートを見回り、考
えを比較したり、理解
が難しい児童を支援し
たりする。 

４ あわせると
何Ｌかを考え
る。 

展
開
①
（
７
分
）
も 

だ 

  



☆ 異分母同士の加減計
算の仕方を考え、理解
することができる。 
（ノート・発言） 
【知識及び技能】 

５ ちがいは何
Ｌかを考える。 展

開
②
（
５
分
）
も 

だ 

わ
た
り
５ 

わ
た
り
５ 

展
開
①
（
22
分
）
も 

だ 

４ データのち
らばりをヒス
トグラムに表
す。 

・ 動画を活用し、視覚
的に理解したり、つま
ずいたら動画を巻き戻
して確認したりできる
ようにする。 

・ 問題を解き終えた児
童は友達のノートを見
回り、自分のグラフと
比較したり理解が難し
い児童を支援したりす
る。 

 ６ まとめる。 

 分母がちが
う分数のたし
算とひき算は、
通分してから
計算する。 

 

終
末
（
18
分
）
ち 

直
接
３ 

間
接
３ 

 ☆  度数分布表をもと
に、ヒストグラムをか
くことができる。 
（ノート・発言） 
【知識及び技能】 

○な  1/6＋7/9 の分母を
54 にして計算する児
童がいると思われる。
個人思考の後に話し合
う活動を取り入れるこ
とで、児童自身が前時
の学習を想起し、「分母
の最小公倍数を分母に
する」ことに気付くこ
とができるようにす
る。 

・ 机間指導をしなが
ら、教師が理解の難し
い児童を支援したり、
早く解き終えた児童に
支援させるよう促した
りする。 

・ かけ算が苦手な児童
には九九の表を示し、
ヒントとしながら解く
ことができるようにす
る。 

７ 練習問題を
解く。 

○ ｐ１２０ ２ 
（個人→全体） 

わ
た
り
10 

わ
た
り
10 

展
開
②
（
10
分
）
ち 

５ ３つのチー
ムのヒストグ
ラムを比較し、
データの特徴
を考える。 

（個人→ペア→
全体） 

・ 単元導入で「どんな
チームを代表にしたい
か」を考えさせたこと
を想起させ、「安定感が
ある」「良い回数をたく
さん出す」など、データ
の特徴を言語化しやす
くする。 

・ 特徴をとらえるのが
難しい児童には、前時
までの学習を振り返る
よう促したり、ヒスト
グラムから読み取れる
ことを一緒に考えたり
するなどの支援を行
う。 

○な  ドットプロットや度
数分布表と比較しなが
らデータを多面的に読
み取らせて議論させる
ことで、結論やその理
由についての考えをよ
り深めることができる
ようにする。 

☆ ヒストグラムの特徴
を理解し、データを正
しくとらえることがで
きる。（ノート・発言） 
【知識及び技能】 

 

間
接
５ 

直
接
５ 

終
末
（
５
分
） 

○ ヒストグラ
ムは階級の区
切りを変えら
れることを知
る。（算数ポケ
ット） 

・ 直接指導により、児
童の意見が正しいかを
確認したり、児童が気
付かなかった点を補足
したりする。 

 ６ まとめる。 

 ヒストグラ
ムに表すと、ち
らばりの特徴
が分かりやす
い。 

 

 

○ととらえよう ○ももとめよう ○だ出し合おう ○ち挑戦しよう 


